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今までの熱処理皮膜材は液状タイプとテープ状と２種類があ

る。前者はキシレン・シンナー等の希釈剤を利用するために以下

の問題がある。まず作業環境問題、もう一つは液状のため有効成

分が固まる迄に下方に偏る傾向がある。後者は粘着性が片面のた

めに使用しにくく、又形状一定型のためネジ部、穴部等に通合し

ない。これらの問題を解決するため、粘着型でキシレン等を使用

しない（粘土状の）熱処理皮膜材としてまとめあげ300～1000

℃の間で使用に耐えうる非液体非積層型熱処理皮膜材を実現す

る。

浸炭防止に関してある程度の性能を有する被覆材を実現することができた。今後、昇温過程

中における高粘性の維持、また、安定した機能の発現について、引き続き研究開発を行ってい

く必要がある。

▲加圧型ニーダー（プラスチッ

クとタック材との混練り用）


